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h
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a

g

¥

6

・
F
』

V

'

h

・

-
4
・・』・
-S
F
m
2
h
，圃』司
a

・・圃
L
円
ロ
ト
ト

t
・・・・
4aa
圃司・島田園圃睡
W

斗
町
困
問
，
q
E
志
望

J
J
J

一日

ju

由
也

L
L
圃
4
.

脇

田

地

暗

記
H
-

一
色
E

制
剤

l

J

n』
悶

刊

一

階

Z
組
ヨ
I

z--
〉
市
隠
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
一
建
設
も
い
よ
J
f
、
具
体
的
に
進
め
ら
一
地
域
)

冨
ヲ
ム
昨
年
十
月
九
日
の
臨
時
市
議
一
れ
二
月
中
ピ
設
計
を
完
了
、
一
一
一
月
中
一
二
、
規
抽
現
地
上
四
階
、
地
下
一
噌
、

概
言
語
賢
主
連
の
群
一
に
空
式
葬
う
一
予
…
定
と
苦
手
レ
一
路
一
約
千
五
百
坪
の
予
定
(
謀
議

〉

一
馬
会
型
車
ι敷
地
と
す
る
と
一
票
、
現
在
ま
で
に
決
定
し
た
腐
曾
一
重
等
之
宮
〕

!
t

』

嗣

6
一
と
に
議
決
さ
れ
ま
し
た
が
二
建
設
の
縛
想
は
次
の
警
で
す
。
ご
一
一
、
燈
設
費
約
一
億
五
千
簡
円
の
予

想
一
市
で
は
十
二
月
十
三
日
市
周
一
(
写
真
は
敷
地
と
な
る
一
一
一
雲
閣
附
幸
一
定

(ζ
の
留
基
約
二
千
七
百
高

明
一
民
帯
一
舎
建
設
委
員
設
置
規
則
を
会
一
一
、
敷
地

8
T六
百
坪
(
群
馬
会
館
一
円
、
現
伝
ま
モ
ド
ト
確
足
し
た
間
債
四

間一

4
一
号
、
同
規
則
に
惑
い
て
、
一
前
日
本
生
命
を
ほ
ぼ
真
と
す
る
二
重

B

ト
一
同
月
十
四
回
市
長
の
諸
制
機
関
と
し
て
↓
区
劃
で
四
方
笠
通
路
で
か
と
ま
れ
る
一
四
、
綾
エ
昭
和
一
一
十
九
年
秋
の
予
定

4
一
の
市
際
舎
建
設
萎
員
六
十
八
名
を
委
嘱

一

月
一
し
、
同
月
十
七
円
初
委
員
会
を
前
橋
間
一

笠
工
会
静
岡
館
員
催
し
た
。
次
で
問

一

委
員
中
か
ら
常
任
餐
員
二
十
一
一
一
名
を
委
一

嘱
、
同
月
二
十
六
日
そ
の
第
一
一
間
協
議

一

会
を
行
い
、
g
f
A
一
設
計
は
監
獄
殻
計
と

一

じ
て
工
学
情
士
位
藤
武
夫
氏
に
委
嘱
す

る
こ
と
と
な
り
-ま
し
た
。
そ
と
で
去
る

一
月
七
回
同
情
士
を
迎
え
教
育
会
館
に

お
い
て
委
員
会
及
び
常
任
委
員
会
を
催

し、

一史
に
十
六
日
市
役
所
官
常
任
議
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

以
上
に
よ
っ
て
、
懸
案
の
市
隠
舎
の

傭 39明報腐市

第
三
十
九
披

糟前昭和 28年 2r 1臼

4・

。二
ヶ
年

計
詣
で

五

百

坪

白
米
城
山
大
活
胃
腸
催
え
れ
ま
す
・
主

催
ば
市
と
赤
協
同
時
際
会
で
、
東
埼
ハ
ス

が
後
援
と
な
D
、
参
加
代
無
料
、
参
加

申
込
み
は
現
地
甘
受
付
け
、
開
設
の
結

果
多
放
の
景
品
を
贈
呈
し
ま
す
a
多
数

の
方
K
の
参
加
を
歓
淘
主
主
a
y
.

赤
誠
大
沼
で
ワ
カ

サ
ギ
的
大
曾

派
減
山
ワ
カ
サ
ギ
鈎
間
技
大
会
が
ち
一

'
I
}
4
l
t
'
l
l
l
h
R
t
I
ti
f
-
-』
噌

l
l

市
営
競
輪
の
収
入

昨
年
は
六
千
五
十
三
寓
間

本
市
の
市
常
競
鳩
山
川昭
和
三
十
五
年
四
一
ス
場
人
員
一
室
六
、
一
一

O
玄
人

同
開
始
以
来
、
非
常
に
好
成
階
特
収
あ
一
車
胸
骨
売
上
高

市
の
財
政
上
の
有
力
な
財
源
と
な
っ
て
一
七
一
一
六
、
一
八
八
、
主

O
O円

唐
D
、
来
る
四
月
は
、
一
一
一
周
年
記
念
を
一
室
用
し
、
諸
終
由
貿
を
業
引
わ
て
合
計

迎
え
る
と
と
に
な
っ
て
層
り
ま
す
が
、
一
六
O
、五一一一

O
、
一
一
一
七
円

と
の
患
摂
昨
年
中
γ-収
め
党
納
金
は

一
が
市
の
収
鐙
金
と
な
b
、
r抗
ら
は
会

去
の
位
か
と
一
出
い
ま
す
と
、
昨
年
は
一
一
一
都
市
の
財
政
の
助
け
と
な
っ
党
わ
け
で

月
に
高
山
岡
市
、
六
月
伊
勢
附
市
に
貸
興
一
月
別
の
成
績
を
あ
げ
る
と
、
次
@
埠
h
u

し
党
ほ
か
合
計
十
回
前
橋
市
営
と
し
て
一
に
な
D
ま
す
・

開

催

し

十

同

を

通

じ

て

一

開

催

月

ス

場

人

員

輩

出

押

理

上

高

'

名

問

一
月
雲
.
E
E
也
会
、
Z
E
.
z
o
o

-
一
月
一
A
d
一
一
=
主
d
h
一
一
五
D
D

四
月
一
向
、
冨
富
山
-

2

(
‘
囲
内
九
二
口
(
}

去

月

一

-

A

・

室

内

宅

.
2一一‘窓口

七
月
一
園
、
E
D
E
者
、
窓
口
d
o
o

八
月
一
一
司
、
ぎ
る
主
マ
・
一
一
一
回
4
0
0

九
月
三
一
品
四
一
一
語
、
丸
一
-
一
一
‘
一
一
D
O

十
月
一
口
、
一
宅
交
.
白
書
・
0
9
0

十
一
月
一
0
4
0
4
交
‘
宝
一
一
、
一
0
0

十

二

月

如

、

雪

国

ぢ

パ

口

守

一

0

6

計
一
宮
内
、
一
一
口
置
唱
一
一
キ
J
A
A
d
D
D

(
月
)
、
第
一
樹
十
日
(
金
)
、
十

一
白
(
土
)
、
十
一
一
臼
(
臼
)

(
商
工
課
)

(
商
工
諌
)

収

盆

金

問

丹、.0由一一、一色一

肉、一一凡一一、白山一一

回、向{}内J?問。

E‘耳目也‘忠一回

向、。一
V
ハ、園出一

E.凡置一‘.E{}向

肉、.曲一一

.. n
一回目一

置、宝「E‘.=oA

E--問00.一石凡

肉ー一一四回‘向440

-A0.EE0.4=剖

，白一

一
一
月
十
四
日
部
分
自
食
が

氷 午
、
十
四
回
旧
正
月
期
、
十
九
日
雨

あ
D
、
午
前
八
時
四
十
四
分
E
一
土
石

の
聞
に
か
け
は
ひ
め
、
九
時
四
十
五

少
し
も
早
〈

電
話
一
一
九
番
へ

八
円
九
、
四
分
五
鹿
、
上
に
食
世
間
し
く

一
一
一
回
節
分
、
四
日

立
春
、
十
一
百
初

十
時
五
十
ハ
ザ
五
、
よ
血
一
色
聞
に
終
D

ま
ず
。

( 1 ) 

-一-ー..... 

月
の
納
税

二
月
は
国
定
資
産
税
第
四
期
の
納
期
で
ナ
。

二
十
A
日
ま
で
に
、
b
忘
れ
を
く
b
納
め
下

さ
い
。

火
事
の
知
ら
せ
は

日
食

、.，
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一
h
貯
苔
岨
ゆ
品
川
ゅ
に
ゆ
ふ
ル
よ

3
一

一
引

F
R一
市
で
は
一
月
十
七
日
か
ら
ニ
月
二
十
八
日
品
h

で
を
「
納
税
室
組
合
地
造
強
選
制
」
期
間
ど
定
め
、
既
に
出
ぞ
い
る
納
税

一
4
1
4
一
裕
辞
意
審
議
納
税
率
組
合
法
に
よ
る
納
税
率
器
に
切
習
え
る
と
さ
、
新
組
合
の
設
立
と
、
含
組
合
加
人

一
ユ
肱
l
h
一
を
目
慌
に
、
強
刀
な
運
司
酬
を
民
的
し
て
い
ま
す
。
納
税
貯
務
組
合
と
は
ど
ん
な
も

ωで
げ
ど

ppuて
作
る
か
、
次
に
紹
介
致
レ

一段
W
宮川
1

一
ま
レ
ょ
っ
。
(
税
制
課
)

税
務
省
、
県
又
は
市
か
ら
州
助
金
営

内
外
付
さ
れ
る
。

@
組
合
及
び
組
合
員
の
市
動
の
制
限
は

一
組
合
が
、
そ
の
加
入
ゃ
、
脱
泌
を
強

一

制

し

た

h
u
、
叉
は
組
合
員
の
帯
業
一
山

一
動
に
つ
い
て
報
告
を
強
事
υた
b
、

一
監
怪
を
加
え
た
り
す
る
乙
と
は
で
き

』
な
い
。
叉
組
合
の
名
に
お
い
て
、
組

備
え
J
の

れ

ば

憂

い

な

し

時

針

路

諸

遊

詩

的

諸

説

鉱

山

山

ふ

だ

ん

の

貯

蓄

で

便

利

な

納

税

れ

れ

誌

は

日

間

日

間

日

一

の

様

に

し

て

箆

い

た

い

と

か

、

課

税

2
納
税
貯
蓄
組
合
は
と
っ
し
て
必
要
か
H
一
施
設
訟
に
よ
る
納
税
組
合
が
あ
り
ま
し
一
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
く

一

理

事

示

。

一

に

つ

い

て

関

興

ず

る

こ

と

義

止

さ

朝
一
同
意
、
市
町
村
な
ど
の
地
方
団
体
が
一
た
が
こ
れ
は
占
領
中
空
曾
主
主
組
合
員
が
、
認
識
は
委
託
道
一
豊
富
整
H
蓄
は
組
合
員
立
一
れ
、
組
合
員
か
他
の
組
合
員
の
課
税

坦
す
べ
て
の
震
を
進
め
て
行
く
た
め
に
↑
も
の
で
す
)
こ
の
法
律
に
よ
る
納
税
竺
合
に
ま
か
せ
な
い
で
自
宅
や
っ
て
も
一
担
で
あ
る
が
、
組
合
の
事
務
費
に
対
一
ロ
つ
い
て
関
興
ず
る
こ
と
暴
比
さ

骨
一
は
そ
の
収
大
を
確
保
せ
ね
ば
な
D
ま
せ
一
ム
長
-
投
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
税
の
納
一
よ
い
の
で
ナ
。
叉
乙
の
組
合
は
、
組
合
一
し
て
は
取
扱
う
税
の
所
協
に
よ
っ
て
一
れ
て
い
ま
す
@

い
一
ん
が
、
そ
れ
に
は
、
先
ず
第
一
に
税
金

一
付
は
容
易
に
な
る
ば
か
D
で
な
く
、
組
一
員
の
白
喜
告
に
基
い
て
組
織
さ
れ
る
一

J
一
と
い
う
と
と
に
な
り
ま
す
。
勿
論
税
金
一
合
の
領
《
及
ひ
こ
れ
に
か
』
る
持
類
な
一
も

ωで
す
か
ら
そ
の
運
滋
は
、
法
律
の
一
-

-

E
一
は
で
き
る
だ
け
聴
い
こ
と
が
必
要
で
す

一

5
2
5、

震
や
印
紙
税
が
一
室
長
し
な
い
部
内
に
於
て
組
合

一

組

合

に

は

で

ん

な

一
が
、
同
時
に
他

ω人
と
の
均
り
あ
い
が
一
免
除
さ
れ
る
ほ
か
、
組
合
に
は
倒
助
金

↑
員
の
決
定
に
基
い
て
行
え
ば
よ
ろ
し
い

一

i
・

一

・

l

l

l

報
一
点
、
需
の
ゆ
く
よ
う
で
な
け
れ
ば

一
も
存
さ
れ
る
等
い
ろ
く
な
互
の
で
す
が
実
際
の
露
と
し
て
は
、

一

持

典

ザ

あ

る

か

一
な
hu
ま

せ

ん

。

一

あ

D
ま
す
の
で
よ
寸
法
納
税
貯
蓄
一

@
金
融
機
関
選
定
H
一
種
類
に
限
。
一

P

T

I-
-
，、

一
そ
こ
で
民
主
政
治
の
桜
源
で
あ
る
財
政
↑
合
営
通
じ
て
納
税
す
る
こ
と
が
徒
来
の
一
子
一
一
徳
類
以
上
の
金
融
機
関
投
遜
定
一
納
税
貯
単
組
合
に
は
ど
ん
な
特
典
が
あ
一
を
加
え
る
こ
と
も
P
む
な
得
な
い
こ
と

E
一
山
者
懇
山
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
も

一
棺
議
室
嬰
段
上
に
利
袋
が
あ
り
ま
一
し
で
も
よ
い
。

・

一
る
か
H
と
一
日
い
ま
す
と
、

一

で

、

鈴

以

ω処
測
は
、
五
万
円
N
U
J
F

の

層
一
幾
度
も
税
制
段
の
査
が
行
わ
れ
ま
し
子
。
「
備
え
あ
れ
ば
楚
い
な
し
」
と
い
一
@
納
税
託
金
の
貯
蓄
J
若
し
た
金
融
一
@
所
得
税
の
非
課
税
(
殺
害
組
合

一
君
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
幕
、
史
に
そ
の
雲
納
め
る
手
続
も

一
う
乙
と
む
さ
が
あ
D
ま
す
が
、
納
税
貯
一
機
関
に
初
ぞ
突
し
よ
う
と
す
る
一
立
の
必
ず
に
つ
い
て
は
、
所
得
税

一

l
i
l
i
-
-

一
亦
た
や
す
く
醇
宅
、
皇
的
な
も
の

一
番
組
合
こ
そ
、
ふ
だ
お
備
え
議
税
一
度
、
器
規
約
白
川
を
し
た
統

一
義
説
示
。
尤
も
こ
れ
は
預
金
一

ジ

フ

テ

リ

ア

市

一

で

な

広

告

D
ま

せ

ん

。

一

そ

要

員

ま

す

E
の
で
き
る
麓
一
霊
長
、
知
事
、
又
は
市
長
か
ら
証

一
そ
も
っ
て
露
首
に
委
託
し
て
、

一

致

防

接

種

ー
一
そ
の
究
め
に
設
U
ら
れ
た
の
が
こ
の
「
一
利
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
ず
か
ら
乙
一
審
の
詩
を
受
け
て
こ
れ
を
納
税

一

票

結

住

宅

毒

症

堅

一

市

で

は

一

5
9
Z
Yア
予
防
俊

一
納
税
反
語
合
」
で
、
こ
れ
は
昭
和
二

一
の
眠
薬
草
地
域
で
は
百
主
義
一
星
組
合
預
傘
と
し
て
預
入
し
な
け
一
れ
る
)
一
積
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
第
一
期
該
当

し

十

字

国

月

一

Z
Z暴

言

、

議

会

は

も

れ

な

く

加

一

れ

ば

な

ら

な

じ

、

組

合

員

の

章

一
@
印
紙
椀
の
先
課
税
(
組
合

2王
者
こ
昨
年
五
月
一
日
か
ら
作
喜

姫
川
一
貯
蓄
組
合
法
と
い
う
法
俸
に
誤
く
も
の
一
入
を
蒋
望
致
し
ま
す
。
一
加
入
や
異
動
も
金
融
機
関
に
通
知
す
一
閃
す
る
A
H
矧
及
び
羽
金
品
山
桜
山
γ
証
時

一
三
十
一
日
ま
で
の
出
盆
乳
幼
児
)
の
、

一
で
あ
D
ま
す
。
(
戦
前
に
於
て
も
納
税
一

一
る
。
但
し
組
合
名
儀
又
は
組
合
の
伐
一
に
は
印
紙
泌
を
謀
さ
な
い
〕
一
第
一
回
、
第
一
一
一
凶
銭
種
目
割
侭
択
の
泊

一

一

表

者

名

儀

に

よ

る

貯

訟

は

禁

比

さ

れ

一

@

補

助

金

の

交

付

(

組

合

の

事

務

に

必

一
D
で
あ
D
ま
ず
か
ら
、
期
制
に
は
、
忘

L
E
h
3
R設
土

地

域

と

一

て

い

る

か

ら

、

貯

蓄

は

組

合

員

企

・

警

買

人

の

給

料

、

帳

務

奈

の

一

れ

ず

に

僚

警

普

て

下

さ

い

。

時

間

市
一

S
，t
a駐
車

七

一

職

域

で

一

口

座

に

よ

詰

貯

蓄

組

合

預

金

メ

一
筋
入
費
、
事
務
所
の
告
、
五
は
午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
で
す

一

そ

れ

で

は

内

需

請

合

の

宮

方

は

一

た

し

ま

す

。

一

は

郵

便

貯

金

を

も

っ

て

し

な

誌

は

一
水
謀
議
議
処
理
上
欠
く
こ
と
一
第
一
一
凶
雪
国
富
山
間
十
明

一
と
一
耳
い
ま
す
と
、

個

人

護

法

人

が

ニ

御

注

意

闘

い

た

い

こ

と

は

、

組

合

を

一

な

ら

な

い

。

一

の

一
で
き
な
い
普
通
う
た
め
富
一
一
斉
百
三
月
宮
警
小
学
佼

一
定
の
地
域
又
は
勤
務
先
つ
ま
り
援
を
一
作
っ
て
も
、
そ
の
杓
表
者
露
出
一
@
納
税
資
金
給
付
の
委
守
納
付
由

一

の

と

お

り

護

芝

接
、

市

か

ら

一

同

同

盟

小

学

校

一
一
昨
依
と
し
て
組
織
す
る
も
の
で
、
建
一
が
な
い
と
き
は
組
含
レ
て
間
め
ら
一
一
納
税
品
口
知
脅
そ
の
他
裂
給
付
に

一

留

を

存

さ

れ

る

)

一

専

門

日

間

廿

官

中

川

小

学

校

一
の
際
額
裏
約
の
撃
を
添
え
、
伐
一
し
れ
ま
ぜ
ん
。
従
っ
て
こ
の
届
出
番
一
必
要
な
一
切
の
還
を
金
融
機
関
に
一
志
反
則
法
の
規
定
か
附
回
付
さ
れ
、
そ
一
同
同
葉
小
学
校

一
表
者
か
ら
関
係
先
(
思
議
う
も
の
一
ん
で
は
じ
め
て
担
量
れ
る
を
一
提
出
し
て
そ
の
納
付
を
霊
ず
る
こ

一
の
運
蛍
が
は
か
ら
れ
る
た
め
に
は
、
三
宮
六
日
間
廿
六
日
敷
島
小
学
校

一
は
税
務
省
、
霊
長
う
も
の
は
知
事
一
と
若
手
。
一
と
が
で
き
ま
す
。
組
合
員
か
納
付
の

一

れ

に

訟

管

華

民

し

一

誤

認

{

同

岡

山

富

小

学

校

一

、

市

税

を

惣

つ

も

り

は

市

長

)

に

届

け

一

・

・

'

一

3
、
〈
J
〉
、
t
J
}、
{
，
}
、
〈

r〉
、

r
3、
〈
J
〉皿、
t
〉
、
〈

r〉
〉
、

回
一
出
る
こ
と
に
な
与
。

5
4一
業

務

と

運

鋒

一

市

政

を

明

拘

完

段

喜

且

』

3

1
7は
議
員
が
個
人
で
あ
る
言
実
一
次
に
納
税
貯
蓄
え

U
2っ
と

る

く

す

る

前

零

R
3
S
，t

主

で

あ

る

E稽
い
ま
せ
ん
し
、
量
人
付
与
を
す
る
か
リ
と
一
五
い
ま
す
と
、
組
一
塁
本
市
に
あ
る
納
税
準
備
附
富
良
、
合
計
二
否
認
可
加
入
人
員
入
二
ハ
七
一
忍
で
す
で
こ
の
組
合
芸

2
一
絡
を
そ
な
え
て
い
急
警
雪
喜
一
貧
弱
聖
書
斡
旋
、
そ
の
他
貯

一
年
度
に
取
扱
っ
た
納
税
は
(
昨
年
十
旦
回
現
密
資
で
)
五
百
六
十
九
重
千
七
百
円
で
、
市
税
の
都
高
一
億
二

年
一
ん
。
菜
地
域
組
事
、
理
組
合
で
一
番
に
関
す
る
業
務
を
行
言
の
で
雪
一
千
八
百
二
高
六
千
円
に
対
す
る
四
・
四
重
訳
し
て
居
り
ま
す
。
今
後
こ
れ
ら
の
準
備
嘉
吉
玄
一
一
部
新
し
い
納

8
一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
足
っ
て
い
一
@
組
合
員
の
預
貯
金
議
D
ま
と
め
二
制
貯
蓄
含
去
、
夏
場
加
入
者
や
新
組
合
の
設
立
を
見
れ
ば
、
納
税
語

ω向
上
す
る
こ
と
彦
警
雪
、

2
一

手

。

一

@

指

定

金

融

機

関

へ

の

顔

入

一

そ

れ

Eに
市
町
の
警
が
同
混
ず
る
震
と
も
な
り
ま
ず
か
ら
、
市
民
の
方
々
が
、
自
の
運
動
を
よ
く
御
寝

和
一
組
主
若
干
撃
に
つ
い
語
、
市
一
@
預
金
証
国
立
は
護
@
保
管
一
下
さ
い
ま
し
て
、
里
民
都
、
奇
襲
君
主
、
進
ん
で
仰
男
下
さ
い
ま
す
緊
悶
い
苦
手
。
(
税
務

昭
}
の
税
務
課
で
貝
卜
各
町
内
別
に
強
談
会
一
@
拘
后
金
融
機
関
に
担
}
る
組
合
員
の
一
課
)

を
闘
い
て
説
倒
し
て
山
間
り
ま
す
J

が

、

税

一

相

税

納

付

の

委

託

一

翠
叫
に
お
問
合
せ
下
さ
れ
て
も
説
闘
い
-
等
で
あ
り
ま
す
が
こ
れ
ら
の
す
べ
て
佐
一

( 2 ) 

ー‘

4

・
h

F

F

i

l

会
午
前
十
時
二
一
月
十
五
日
一

3
U
ス

ケ

」

、

詮

軍

一

E

R

b
ト
官
官
川
信
F
・

A
g
m雲
、
午
前
十
時
一

q

E

・

a
¥

一
@
会
錫
H
榛
名
湖

十

四

、

米

五

雨

日

榛

名

で

一

暴

師

H
オ
y
ン
ピ
ッ
番
手
候
補

需
塾
長
男
、
、
市
体
育
協
会
共
同
、
五
ず
る
こ
と
に
決
泡
レ
者

υ花
。
参
加
料
一
安
羽
湖
沼
J

(

究
訪
中
〕

催
、
群
馬
県
ス
ケ
ー
ト
連
盟
前
橋
支
部
一
は
無
料
で
す
が
、
参
加
者
に
は
参
加
章
一
般
男
子
、
五
O
O
(
A
、

標
名
ス
ケ
ー
ト
ク
一
プ
プ
後
援
で
、
来
る
一
を
胤
豆
、
参
加
申
込
は
八
日
締
切
り
ま

B
、
C
)

一
、
安
O
O
(
A

十
四
、
十
去
の
両
日
、
第
一
一
一
削
市
当
八
一
す
。
宙
教
青
一
安
門
会
)

旬、

C
)
五、

0
0
0
(
A

ゲ
!
ト
ス
会
を
爆
名
山
榛
名
湖
で
開
催
一
@
期
日
目
一
一
月
十
四
日
、
(
土
〕
翻
習

B
)
八
高
校
男
子
、
一
般
男

市

子
と
同
じ
、

A
中
苦
手
、
志
向
市
一
時
H
参
加
粉
錨
…
料
A
申
込
務
所
市

f
笠

0
0、
A
ぢ
T
、一
1
0
0
一
教
育
議
員
会
事
務
局
、
市
内

や

A

器
外
hm

ア
ベ
ッ
ク
競
技

、

一

各

ロ

ド

ラ

1
ス
ケ
ー
ト
湯
ム

パ

ン

食

競

技

一

申

込

締

切

期

日

一

一

月

八

回

限

@
貌
加
資
橋
H
W楕
市
む
謄
信
、
勤
務
一

D

治
学
(
動
方
銭
高
校
を
含
む
)
一
@
参
加
意
H
競
校
参
加
者
に
は
参
加
軍

-w

ず
る
も
の
並
に
黙
馬
県
ス
ケ
一
を
腕
h
u
ま
す
。

・
9
1ト
述
眼
前
橋
支
部
会
員
で
一
@
議
長
宍
訴
事
費
圭

あ

る

も

の

』

臼

午

前

七

時

岡

鉱

閉

前

発

)

悪
性
感
冒
が
流
行
し
て
来
ま
し
た
。
お
互
に
揺
ら
ぬ
標
注
意
し
ま
し
ょ
う
。



一
る
も
の
は
、
余
聞
記
館
一
部
省
負
担
い

一
て
貰
い
、
負
則
一
能
力
の
な
い
者
円
対
し

一
て
は
市
長
が
一
部
父
は
令
制
を
雨
明
除
ず

一
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
・
(
+
ん
も
共

一
耐
宜
供
育
所
と
、
従
饗
学
校
側
育
所
だ
け

一
は
都
合
に
よ
り
市
で
威
わ
俊
い
ま
什
ん

守
か
ら
前
向
山
刷
込
ん
ポ
下
さ
い
二
と
う

一
じ
て
市
で
取
り
震
う
四
p
d
問
所
は
、
市
立

一
回
、
鉱
立
四
、
計
八
で
す
.

一
幼
稚
園
費
率
か
ぬ
神
間
、
m
H

-

-

t

二
回
の
一
一
幼
稚
閃
か
市
江
と
じ
て
住
れ
ま

公

私

立

保

育

所

と

一

す

の

で

、

入

禁

罪

隠

警

責

ゐ
官
S
F
A
P
L噌

'

&

い

広

司

唱

、

，

↑

h
h
教
育
諌
(
悶
江
関
内
)
に
附
込
ん
で

4n」
、
瓦
《
埠
例
目
白

UJ

一
下
さ
れ
・
な
お
本
年
同
闘
牛
耳
に
小

新
入
児
童
に
つ
い
て
一
桜
山
位
協
河
川
山
斡

保
育
所
阿
月
毎
年
限
宮
、
一
言
め
霊
薬
草
壁
決
定
す
る
一
聞
は
現
在
お
損
害
高
層
、

産
省
の
補
助
制
度
差
り
き
た
の
一
こ
と
足
っ
て
い
ま
す
・
℃
つ
ま
で
も
石
・
話
機
関
は
一
右
京
学
校
γ当
分
附

一
言
今
度
は
誇
の
定
め
る
と
昔
、
一
な
〈
、
書
師
会
警
が
禁
と
か
一
設
す
る
も
の
で
あ
る
乙
と
悶
襲
安

佼
私
立
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
内
の
害
五
円
労
働
等
向
関
係
上
、
重
量
く
一
昔
、
茶
話
語
訳
管
場

所
に
入
る
も
の
は
、
す
べ
て
悲
喜
一
と
告
に
欠
け
危
害
問
る
と
と
る
了
り
し
〈
市
町
ピ
第
四
書
望
新
設

↓
所
に
お
い
て
警
の
上
、
市
長
の
喜
一
で
、
製
測
と
代
号
、
叉
必
ず
ら
も
一
ず
る
こ
と
足
っ
て
い
ま
す
・
(
市
内

に
よ
っ
て
入
所
さ
怜
る
こ
と
に
な
り
ま
一
告
に
苦
し
い
家
庭
の
児
翼
民
け
か
え
一
に
は
外
に
同
立
一
私
立
阿
の
幼
蓄
が

し
た
・
そ
乙

fvM議
官
官
民
ば
一
月
一
一
十
一
一
併
さ
せ
お
も
の
で
ぢ
あ
り
ま
せ
ん
・
従
あ
り
ま
す
〕
(
厚
生
謀
、
制
祉
事
務
所

八
日
ま
で
に
符
謀
者
、
核
当
者
を
と
b
一
っ
て
、
傾
向
料
も
似
噛
何
者
γ
開
刀
の
あ
一
銭
宵
護
興
会
)
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成
年
祝
盛
大
巳
暴
行
=
訪
問
叩
両

市
h
・
市
教
育
餐
員
会
の
宇
一
俄
の
下
に
教
樹
門
会
館
で
時
間
大
に
崎
市
戸

qu、
市
長
、

敦
也
円
積
員
長
の
校
拶
、
知
務
、
市
機
会
縮
長
等
の
問
鮮
が
あ
h
p
、
記
念
の
パ

ツ
ヂ
は
桃
弁
区
域
の
横
山
忠
以
君
、
中
川
Mm切
の
池
日
行
江
さ
ん
が
伐
返
し

て
受
領
、
山
肌
黙
阿
梅
の
育
太
克
一
.
摂
E
粁
湾
民
械
の
線
治
ず
事
ん
が
符
静
均
五

郷
ペ
父
母
伐
誕
の
謝
辞
が
あ
っ
て
閉
式
し
ぷ
椅
の
余
興
に
特
U
映
阿
佐
鑑

賞
し
て
散
会
し
ち
季
、
当
日
の
出
問
者
は
一
、
=
一
五
(
岩
(
欠
間
約
五

0
0名
)
で
し
た
・
欠
問
者
に
対
ず
る
パ
ツ
ヂ
は
、
市
教
育
委
員
会
事
一
務
局

(
臨
江
閑
)
で
住
民
上
げ
ま
ず
か
ら
、
お
出
掛
け
下
さ
い
。
(
匁
汽
は
式
場
)

新

入

事

鬼

の

身

鰹

検

査

一

路

町

、

四

百

台

、

天

保

削

一

れ

に

刊

誌

一

日

知

短

時

z
l

一
。
切
球
小
学
校
(
場
所
減
京
税
)
一
一
月
一
一
一
月
十
八
月
美
川
町
、
高
岡
町
、
突

来

右

丑

日

か

ら

十

八

日

ま

で

に

行

う

一

十

七

日

一

語

、

菌

、

立

川

町

、

一

桜

町

本
年
内
月
小
山

rR入
山
若
返
は
一
義
卜
さ
い
。
父
入
学
通
常
M
か
な
一

O
中
川
小
学
校
以
空
場
所
中
川
哲
一
小
柳
町
A
十
八
日
露
王
寺
町
、

m一
(
時
間
続
れ
も
一
時
か
ら
一
一
一
時

一一千一

d
九
十
名
で
す
が
、
一
v
月
五
日
一
い
仰
は
係
(
市
阿
潔
内
学
紛
係
リ
伯
尚
一
一
一
月
五
日
百
野
町
、
大
塚
町
、
新
町
一
勧
町
、
賀
町
、
政
削
一
ま
で
)

か
ら
次
の
H
矧
で
身
体
検
資
を
行
う
こ
一
四
、
五
O
一
醤
)
へ
御
述
Mmド
さ
い
。
一

A
六
日
芳
町
、
片
良
町
、
天
川
原
町
一

o
m引
包
小
学
校
(
場
所
行
宮
校
)
一
一
月
一

と
じ
な
り
ま
し
た
。
競
控
一
月
中
両
入
側
出
の
山
見
事
高
級
…
器
開
い
ま
一
中
川
町
一

日

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
f
l
1
1
1
1
1

に
配
布
の
予
泣
で
し
た
が
初
代
に
よ
と
す
。
(
市
掛
刊
行
義
民
会
)
一
。
敵
島
小
学
校
以
城
(
場
所
政
局
哲
一

;

上

旬

畑

布

ず

る

を

に

な

り

ま

レ

一

。

算

必

ず

校

区

域

(

場

所

桃

芸

て

一

月

士

亘

一

一

七

射

器

、

語

、

一

森

林

の

伐

採

に

ほ

許

可

を

党
4

な
お
先
閉
会
一
市
に
U
り
ツ
ベ
ル
ク
一
一
一
月
十
円
曲
輪
町
、
神
間
町
、
感
町
一
恕
平
町
A
十
三
日
一
一
一
八
射
神
町
、
向
一

t
e

-
-

a

.

ηyJ
ン
一
ば
以
限
什
刊
刊
射
を
行
い
渓
し
+
た
ι
が
、
ま
一
述
君
漆
間
町
、
本
町
、
石
川
町
A
十
一
臼
一
町
、
細
ケ
沢
町
↑
森
称
を
伐
採
ず
る
に
は
許
一
同
同
が
必
要
官
で
』
一
+
十
.
四
臼
ま
で
に
制
限
世
旅
柿
、
普
減
骨
旅
柿
の
伐

だ
作
住
出
射
を
受
け
て
な
い
均
爵
は
泌
郎
輸
笠
一
端
幽
輸
町
町
、
桝
削
倫
町
、
邑
畏
問
百
町
、
…
秘
樹
一
。
城
削
小
学
校
(
蕗
揚
所
関
陶

g
一
一
百
月
一
+
女
之
が
、
一
昭
附
和
塑
ニ
一
平
十
八
年
皮
即
ち
申
来
悶
る
四
一
採
許
可
巾
潟
を
雫
、

ι

ま
ま
党
伐
採
許
可
市
務

町
の
箭
削
橋
懇
似
、
健
所
主
義
智
彦
一
山
町
盤
町
、
宮
、
型
町
、
一
・
ヤ
一
一
耳
目
、
福
間
町
、
田
一
伺
百
か
ら
来
年
一
一
一
塁
士
回
甲
山
の
一
以
外
の
普
課
接
探
の
六
十
日
記
に

そ

の

裂

き

身

体

警

の

当

日

御

持

一

室

町

一

町

、

開

川

町

A
十
凹
日
六
倍
、
四
一
関
に
袋
し
さ

2
ず
夫
容
月
二
一
宮
る
こ
と
足
っ
て
苦
手
・
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L
Yン
コ
グ
ヰ
ツ
よ
，
矢
川
町
穴
一
間
貿
易
首
会
一
等
か
ね
と
ま
る
一
翌
十
八
毒
薬
毒
菌
、
人
工

家

畜

四

日

平

脅

え

案

一

勇

言

葉

の

号

車

喜

一

一

一

一

号

室

治

、

zag一
、
一
組
裁
に
閉
す
ま
に
興
事
る
時
は

管

開

E
H
ヨ
w
d
e
z
可

ノ

信

去

一

一

一

i
f
J
j

一

等

署

員

健

犬

、

議

選

一

号

中

村

菜

、

意

義

務

一

来

る

十

四

日

ま

で

に

申

立

E
E

市
で
は
昨
年
十
一
一
月
一
一
十
四
円
、
警
一
同
コ
一
郎
、
金
杉
芸
務
付
、

E
一

堂

努

答

一

Z
n
m一
喜

一

平

、

メ

b
号
型
在
、
望
号
一
ば
な

b
ま
せ
ん
・
と
れ
に
対
し
コ
一
月
十

思
室
長
会
を
驚
罷
ポ
一
関
係
一
空
白
露
、
ク
j
ヒ
メ
号
出
留
一
喜
一
認
(
剰
接
)
一
等
苧
号
目
前
一
高
橋
圭
一
一
郎
、
雲
丹
松
村
翠
太
郎
一

一

一

甫

A
W
町
称
剰
感
A
二
郷
第
一
く
併
さ
一

A
一
一
一
銭
鵡
俺
号
高
橋
一
様
介
、
急
問
号
一
六
回
決
定
州
知
が
出
さ
れ
同
月
一
一
十
六

し
ま
し
た
が
、
計
五
一
一
聞
の
参
加
が
あ
一
五
郎
A
三

等

ク

ロ

吟

関

沢

一

忠

八

、

松

一

一

一

り
警
の
鮪
誌
の
導
入
到
し
ま
し
ケ
ぞ
写
実
語
、

3
2
7主

一

種

学

太

郎

会

事

実

一

回

露

出

、

塁

手

JE作
、
一
日
伐
採
許
可
書

7
2
2る

一

一

つ

ね

号

機

部

六

=

一

点

、

か

い

ち

な

ら

一

市

寺

中

村

民

共

秋

秀

菜

豆

こ

と

足

っ

て

お

り

ま

ず

か

ら

、

喜

た・

・

一
橋
消
段
、
聴
紛
糾

d

寺

沢

留

雄

、

問

山

↑

一

一

一

ひ

明

寺

昼

間

隙

藤

宮

、

ひ

ら

ふ

じ

号

野

次

郎

、

は

る

な

号

小

称

治

男

、

慰

伊

一

-v第
一
部
(
馬
)
優
鍔
針
巡
回
明
り
天
川
一
号
H
h
杭

伊

勢

松

、

漆

山

島

線

問

作

次

一

一

往

の

人

ポ

赤

城

山

そ

の

他

に

山

訴

を

持

一

‘

一
ト
滋
米
郎

画

号
出
制
伎
伊
一
一
一
郎
、
島
一
号
大
臨
時
一
宮
内
一

密
葬
治
次
郎
企
一
第
一
千
歳
一
金
寺
中
偽
君
、

av小
川
万
一
芝
府
島
知
中
空
会
一
部
改
良
型
)
大
事
火
鳥
文
治
郎
、
船
会
話
同
一
っ
て
い
る
人
や
木
材
関
係
紫
護
霊

美
川
以
緊
張
次
郎
、
出
号
一
台
、
害
額
謀
、
費
接
沼
一
霊
前
理
奈
両
省
主
一
雲
、
警
安
建
省
(
以
ト
議
一
議
聞
い
ま
す
・
な
お
隣
慢
第
一
多
地
方

同

明

白

昼

全

一

等

鰯

詮

高

層

帽

寸

章

治

一

筆

・

県

号

六

都

高

橋

語

、

大

ふ

何

れ

も

能

者

の

数

称

略

)

一

議

所

旅

護

泉

滅

菌

川

森

長

伝
扶
、
美
山
号
山
日
経
議
午
、
栄
母
太
一

V
第
一
一
部
(
乳
牛
)
一
符
キ
ン
セ
ン
モ
一
み
吟
矢
川
町
大
良
川
ふ
み
江
、
六
円
号
(
農
政
誕
)
仲
間
問
問
噂
員
へ
お
間
合
サ
下
ヌ
一
い
・
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一
マ
同
第
一

Q
曾
起
債
の
件
(
小
学
校
否
問
第
一
ご
星
間
向
聖
時
間
入

遅

刻

要

証

予

笥

銅

鐸

司

令
同
第
一
勺
一
号
特
別
会
計
市
営
亘
書

2
2
2昭
和

三

需

給

に

つ

い

て

(

言

動

車

;

‘

.

‘
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・

1
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一

費
歳
出
頁
比
受
算
(
宣
伝
車
一
邸
入
費
一
キ
七
空
度
に
於
て
起
態
一
購
入
)

」
I
』

、

島

十

回

E
W
M
v
h陀

一

支

出

の

た

め

)

一

マ

暴

一

O
七
号
起
債
の
件
〈
ゐ
営
住

V
問
第
一
一
一
一
一
号
市
括
部
小
学
校
建

4
1
4

，aT
唱を

-
p
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一
V
同
第
一

O
一
一
号
特
別
会
計
市
水
道
費
一
宅
建
築
費
と
し
て
=
一
百
五
十
万
円
を
一
築
工
、
串
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て
、

十
二
月
開
か
れ
た
市
議
曾
一
黙
認
時
四
日
諮
問
時
五
町
一
日
話
一
時
(
戦
災
都
一
戦
能
諮
問
れ
れ
い

き

三
一
月
二
十
四
円
午
後
一
時
一
議
会
費
、
市
役
張
、
養
護

一

弓
吾
一

o、
0
0
0円
、
歳
入
は
一
市
復
興
事
業
護
金
に
ぞ
る
た
め
一
締
結
す
る
も
の
)

動

士
一
十
分
か
ら
回
崎
町
分
室
市
費
、
土
木
費
、
書
費
、
社
ム
笈
ひ
水
道
事
業
収
入
、
繰
越
金
等
)

一

二
十
七
年
度
に
ぞ
九
百
四
十
斉
一

v同
第
二
四
号
幼
稚
開
設
費
番

号

議
会
議
で
脳
陣
市
議
会
を
一
労
働
加
投
資
、
議
皇
賞
、
商
工
一
両
第
一

O
一

一

事

一

巾

函

臨

刷

出

塁

一

章

一

所

位

置

変

更

日

L

つ
じ
し
(
昭
和
二
十

曾
一
開
会
し

E。
出
府
議
員
一
費
、
農
業
費
、
統
計
調
妻
、
量
産
暴
露
中
一
部
改

E
一マ
同
第
一

O
九
与
量
の
件
費
一
八
年
四
月
よ
b
幼
稚
園
二
警
護

諸
官
一
一
一
十
四
名
(
欠
席
二
名
二
費
、
務
支
出
金
等
議
室
、
内
容
一

ng八
語
、
動
選
手
当
そ
の

一

襲
撃
員
会
に
あ
て
る
た
め
四
一
し
、
神
明
保
育
所
を
石
川
町
一
一
一
一
一
一
八

立

市

庁
高
か
ら
宮
市
長
、
大
図
三
失
禁
稽
付
混
ポ
ン
話
人
、

一

他

ω改
正
)

一

百
万
円
起
債
U

一
番
地
に
章
改
築
す
る
・
そ
の
名
称

芝

助

役
、
業
収
入
役
、
筆
者
福
一
議
小
学
校
藍
購
入
、
住
宅
用
地
一
品
第
一

O
宮
市
特
別
臓
の
職
員
の
一

マ
同
第
二
審
議
の
件
(下
水
道
一
は
教
育
委
員
室
び
市
長
に
お
い
て

骨
一
出
席
、
萩
際
議
長
着
席
し
て
、
次
の
諸
一
穆
ス
、
若
宮
罰
稚
園
設
置
賞
、
笠
木
一
給
興
に
関
T
-
Q
条
例
中
一
部
改
正
に
一
構
築
事
業
費
に
ゑ
」
る
た
め
二
百
万
一
定
め
る
)

主
議
案
を
附
議
し
、
何
れ
産
霊
品
一
手
当
そ

ω他
、
歳
人
語
華
街
交

一

つ

い

て

(

給

襲

撃

の

改

正

)

一

円

起

債

)

一

議

会

議

案

第

五

号

議

会

委

員

会

条

4

一
決
し
て
五
時
二
十
五
分
賢
官
し
ま
レ
光
一
付
金
、
県
支
出
金
、
雑
底
入
等
で
泡
一

V
悶
第
一

O
五
号
市
教
育
蚕
員
会
議
員
一
昨
V

同
第
二
一
号
起
債
の
件
(
失
業
対
一
例
中
一
部
改
正
に
つ
い
て
(
第
一
一
条

明一

v
市
議
会
議
案
第
一

0
0号
昭
和
二
十
一
加
霊
堕
西
、
O
九
九
、
一一六六

一

及
び
教
重
詰
護
条
例
中
改
正
一

空
事
業
費
に
ぞ
る
た
め
八
十

一
の
委
員
会
の
種
別
分
譲
門
を
改
正

c一
七
年
度
市
歳
入
蔵
出
市
松
山
恵
比
率
第
一
円
、
予
算
累
計
間
六
四
八
、
八
O
九
一
に
つ
い
て
(
向
上
)

一

万
円
起
包

-

ナ
る
も
のθ)
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笑

施

方

法

一

る

た

正

芯

ω
、
各
町
衛
峠
盆
一
排
硲
骨
品
長
凪
を
渇
じ
て
各

轄
笠
一

男

よ

り

女

が

八

千

人

多

い

イ

く

、

語実毒施の皇、占士産
}I崖+誌ほ
H
市
毒
術
霊
生
義
課
一

τ
家
霊
庭
に
そ

zω主毒旨宇露}撮震徹震肢せ
E与室

一

ー

ロ

、

踊
の
駆
除
H
科
家
庭
の
随
所
の
汲
一
と
も
に
実
施
当
日
は
結
晶
畏
員
の
誘
導
等

一

基

本

選

挙

人

名

簿

の

登

載

人

員

官

雲

習

を

63
l一

に
あ
苦
手
。

一

市
議
重
姿
員
会
で
昨
年
九
月
十
一

栄

町

重

克

一

三一豆

一
耳
、
大
塚
一
、
一

塁

、

美

一

言

語

(

五

重

量

布

し

、
筒
一
捜
査
、
震
で
襲
、
ず
る
も
の

珊
一

五
日
現
在
で
調
製
し
た
基
本
渇
益
入
名
一
誠
話
回
一
言
問
会
費

一

新

町

田

宮

一

露

三

宍

槙

息

し

て

居

盗

事

き

撃

さ

一

ぎ

く

、
胸
の
越
冬
す
る
湯
所
は
国
道

一
簿
は
十
二
月
二
十
日
確
定
し
ま
し
た
が
一
れ
の
=
=
二
嘉

E

三

芳

町

会

室

て

塞

十
セ
ン
チ
以
上
の
穴
語
。
て
う
め
一
忠
良
い
事
や
厨
芥
の
蓄
や
随
所

一
義
人
員
は
君
、
五
六
九
人
で
前
年
一
ヌ
川
町
芸
宅

一、
窪

二

国

領

土

、一実

一、
豆

一

喜

男

そ
の
上
を
土
砂
に
て
覆
い
ふ
き
U
一
附
近
の
土
砂
の
事
で
、
堅

実

禽

L
告
は
一

、
喜
一
史
の
増
加
で
す
。
一
白
州

、空

室

二
、
一九七
一

向

町

重

量

三

宅

る

。

一

の

議

選

軟

レ

毒

薬

の

喜

多

可
一

各
部
に
す
る
と
次
の
事
男
よ
名
一
u
m
=
一
一
-
一
一
室
一

塁

一

理
沢
一
一
一口

一

翼

翼

ハ

、
成
虫
の
駆
除
H
罪

事

委

の

一

〈

、
成
虫
は
比
較
的
混
い
箆
の
夫
弁
護

一
女
が
八
千
八
百
ふ
多
く
な
っ
て
い
ま
す
一
盟
町

三
一

z
一冨

耳
美

一

小

柳

町

呂

美

莞

他
目
安
の
よ
い
所
に
居
る
崎
議
一

日
号
の
良
い
縁
側
の
雫
等
で
越
冬

一

(
市
道
管
)
一
紺
信

一向

一

一

室

霊

一

萩

町

莞

き

て
き

号

堅

官

て

駆

除

す

る
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し
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す
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駆
除
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一
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一

桑

町
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一
懇

話
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簡
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業
の
完
全
な
る
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し
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さ
い
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町
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一
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町
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岩
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町
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-
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重
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一

本

町

宣

言

霊

一

-
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一

t
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川

J
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L
U
W
J
・甘
フ

M
白
河

一

相
生
町

一歪

}市
』
七
三
一
一
一
山
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